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Ⅰ．はじめに

　看護基礎教育の専門領域の基礎看護学においては，
日常生活の援助技術で教授される清潔の項目の１つと
して陰部洗浄がある。陰部洗浄とは，外陰部，会陰，
肛門周囲を洗浄することであるが１），清潔の意味だけ
でなく，患者にとっては，恥となる経験でもあり，性
的な意味合いをもつ看護行為でもあるため２，３）看護学
生が遭遇する患者の性の代表的な場面の一つとなって
いる４）。学生もこのことを意識しているものの，臨地
実習を実施する前はセクシュアリティに関する問題を
避けたいと考えており５），臨地実習では男性患者の陰
部洗浄を実施することは大きなストレスになっている
６，７）。しかし，厚生労働省の示している「臨地実習にお
いて看護学生が行う基本的な看護技術の水準」８）の項
目として陰部ケアは水準１（教員や看護師の助言・指
導により学生が単独で実施できるもの）となっており，
看護基礎教育においてセクシュアリティに配慮した陰
部洗浄の技術を修得することは重要であると考える。
そのため，看護基礎教育において陰部洗浄の技術がセ
クシュアリティの視点からどのように教授されている
かを明らかにすることが必要と考えた。陰部洗浄の技
術を教える上でテキストは大切な拠り所となっている
ことから，テキストの陰部洗浄に記述内容について検
討した。

Ⅱ．方法

　基礎看護技術のテキストの中から２００３年から２００８年
に発行された１１点９～１９）を分析対象とした。これらのテ
キストの中に記載された「陰部洗浄」の内容（目的・
意義，必要物品，実施方法等）についてセクシュアリ
ティの視点から分析した。

　本研究におけるセクシュアリティの視点とは，生物
学的な性として形態機能の性差・性反応，性の認識と
して羞恥心・性反応に伴う気持ち・性に関する言動と
した。

Ⅲ．テキストの記述の分析

１．陰部洗浄はなぜ行うのか

　陰部洗浄の目的・意義を表１に示す。身体面に対す
る目的・意義は１１テキスト全てに記載があり，内容は
「清潔」と「感染予防」であった。心理面に対する目
的・意義は６テキストに記述があり，内容は「爽快感」，
「心地よさと健康」であった。陰部は便や尿，分泌物な
どによって汚染され不潔になりやすいため，「清潔」や
「感染予防」の目的で「爽快感」など患者に心理的効果
ももたらす意義・目的であった。
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心理面に対する目的・意義身体面に対する目的・意義
・清潔感や爽快感がえられ
る

・気分を爽快にする
・爽快感を与える
・爽快感を得る
・安心・安楽な状態で陰部
洗浄を受け，爽快感が得
られる

・清潔を保つ（２）
・清潔になる
・身体清潔法
・清潔法
・清潔が保てない
・清潔を保ちにくい
・この部位をきれいにする
・不潔になりやすい
・清潔

・心地よさと健康・尿路感染を予防する（３）
・二次感染を予防　（２）
・尿路感染症
・大腸菌の尿道口への侵入
を防ぐ

表１　テキストの陰部洗浄の目的・意義の記述
（　　）内は記述数
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２．セクシュアリティの視点での記述はどのようにな

されているか

１）生物学的な性として形態機能の性差・性反応につ

いて

①形態機能の性差

　身体面に対する目的・意義に記述された「清潔」と「感
染予防」の理由として，生物学的な性として形態機能
の性差が８テキストで記述されていたが，形態機能の
性差の記述がないものが３テキストであった（表２）。
形態機能の性差の内容としては，「男性の場合は，陰茎
と陰嚢など面が密着する部分が不潔になりやすい」，
「女性の場合は尿道口，膣口，大前庭腺の開口部などが
小陰唇，大陰唇，で覆われ，分泌物で常に湿潤してい
る」，「尿道が約４ cmと男性（約２０cm）に比べて短い
ため尿路感染症を起こしやすい」，「女性の場合は陰核
や小陰唇の脂肪腺から，男性の場合は包皮内面の脂肪
腺から，濃いなめらかな分泌物が分泌され恥垢とな
る」，「女性の場合は月経や膣分泌物などで汚れやすい」
ことが記述されていた。このように，男女の外陰部の
形態や尿道の形態，男女の機能，女性特有の機能のよ
うに形態機能の性差の記述はあったが，性反応の記述
はなかった。
　形態的な性差を考えると男女の陰部洗浄の方法につ
いての記述は必要であり，１０テキストには記述されて
いた（表２）。記述されていない１テキストは，女性の
陰部洗浄方法のみが例として記述され，男性の陰部洗
浄の方法についての記述はなかった。また，女性，男
性の順序で記述されていたのは８テキスト，男性，女
性の順序で記述されていたのは２テキストであり，女
性のほうが先に記述されることが多かった。
　女性の外陰部の洗い方としては女性の尿道が短く，
尿道口が肛門に近いため尿路感染しやすい形態の性差
を踏まえ，「前から後ろに向かって洗浄する」ことが全
てのテキストに述べられていた。また，尿路感染や膣
炎の予防という視点から「大陰唇，小陰唇，膣前庭，
会陰」の外から中央の順と「尿道口，小陰唇」の中央
から両側への順で洗う逆の２つの方法が記述されてい
たがその根拠に関する記載はなかった。
　男性の陰茎の洗い方としては，包皮を下げて亀頭を
露出させることが６テキストに記述されていた。その
方法としては「包皮が反転していない場合は包皮を反
転させ，亀頭は円をえがくようにして陰茎を洗う」，
「臍の方向に向けて洗う」，「陰茎を恥骨部分のほうに倒
して陰嚢と重なっている部分を洗う」，「陰嚢はしわが
多いため，陰茎を挙上して別々に洗う」などの記述が
あった。また，「基部から先端に向かって洗う」と「尿
道口，亀頭，包皮，陰茎の体部と根部を洗う」という
ように逆の方法が１件ずつあったが，その根拠に関す
る記載はなかった。陰嚢の洗浄方法として陰嚢の後面
を洗浄することが記述されていたのは４テキストで

あった。
　

・男女の陰部ケアの方法の理解
・陰部は男性と女性で形態が異なるため洗浄の方法
も異なる。

・女性では尿や便のほか膣からの分泌物や月経に
よって汚れやすく，拭くだけでは清潔を保ちにく
い。女性は尿道が約４ cmと短いため，陰部が不
潔であると尿路感染を起こしやすい。

・特に女性の場合は尿や便，膣からの分泌物や月経
によって不潔になりやすい。男性の場合も陰茎と
陰嚢，陰嚢と肛門部など２面の接する部分が不潔
になりやすい。

・女性の場合は膣からの分泌物や月経血により清潔
を保つことが難しく解剖・生理学的にも尿道の長
さが約４ cm程度と男性に比較して短いことから
尿路感染をきたしやすい。

・特に女性の場合は月経や膣分泌物などで汚れやす
い状況に加えて，尿道が約４ cmと男性（約２０cm）
に比べて短いため尿路感染症を起こしやすい。男
性の場合は，陰茎と陰嚢など面が密着する部分が
不潔になりやすい。

・女性の場合は尿道口，膣口，大前庭腺の開口部な
どが小陰唇，大陰唇，で覆われ，分泌物で常に湿
潤している。また，女性の場合は陰核や小陰唇の
脂肪腺から，男性の場合は包皮内面の脂肪腺か
ら，濃いなめらかな分泌物が分泌され恥垢とな
る。

・大腸菌の尿道口への侵入を防ぐため陰部は前（腹
側）から肛門部（背側）に向けて拭く。拭く順序
は男性の場合，陰茎から陰嚢，肛門の順に拭く。
女性の場合は，尿道口から膣口，肛門の順に拭く。

意
義
・
目
的

＜女性の記述＞
・陰唇を十分に開いて洗う。尿路感染を起こさない
ように前から後ろに向かって（尿道口から肛門の
方向へ）洗う。　
・ゴム手袋をして，洗浄液または微温湯などを入れ
た洗浄ポットをもち陰唇を開くようにして上から
下方向に肛門部まで洗浄する。必要時ガーゼを用
いて洗浄する。　
・尿路感染防止のため前から後ろへ洗浄する。　
・尿路感染防止にため尿道口から肛門に向かって拭
く。ゴム手袋をしてガーゼを１～２枚もち，もう
一方の手でピッチャーでお湯をゆっくり恥骨部分
から注ぎ尿道口から肛門部に向かって洗う。皺壁
間の恥垢を洗い流す。ガーゼを換えて数回繰り返
す。必要時石鹸を使う。　

・大陰唇を開いて中央から周囲を上（腹側）から下
（背側）に洗う。片手で会陰部を開きもう一方の手
でガーゼをもって①恥骨から肛門②左大陰唇③右
大陰唇④①と同じ場所を十分に拭く。中心部は二
度拭きする。①～④は腹側から背部へ向かって拭
くこと。二面の接する部分（陰茎と陰嚢，陰嚢と
肛門部，陰唇）は不潔になりやすいので，丁寧に
洗う。

・尿路感染や性器への感染を防止するため尿道口の
部分から肛門の方向に向かって拭く。２面の接し
ている部分は（陰唇，陰茎と陰嚢，肛門など）に
汚れが残らないようにする。洗い方は陰部洗浄用

洗
浄
方
法

表２　テキストの形態機能の性差の記述
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②性反応
　性反応については，男性の勃起に言及したテキスト
は２つだけであり，女性の性反応の記述はなかった。
その内容は「少年や成年男子では陰部のケアによって
性的な反応が引き出され困惑することもある」と記述
されているものの，それに対応する具体的な看護方法
は，このテキストには記述がなかった。しかし，もう
一方のテキストに「勃起しないように配慮する（会話
をしながら実施し，注意を逸らすなど）」，「手袋をした
りタオルなどで間接的に触れることで勃起しないよう

に配慮」と記述されていた。
　看護者が陰部洗浄時に手袋を使用することを記述し
ているのは１０テキストであった。その目的として男性
性器に間接的に触れることで勃起しないための配慮と
感染予防が記載されているものは先の１テキストのみ
であり，感染予防として手袋を使用することが記述さ
れていたものが３テキストであり，他の６テキストは
手袋を使用する理由について言及されていなかった。
　また，陰部の洗浄方法については「粘膜を傷つけな
いよう拭く力を加減する」，「石鹸をガーゼ上で泡立て
て柔らかに洗う」，「ガーゼで陰部を洗うときには皮膚・
粘膜を傷つけないよう圧を加減し静かに行う」，「皮膚・
粘膜共に傷つきやすい部分であり刺激が強いので強く
擦らないようにする」，「二面の接する部分（陰茎と陰
嚢，陰嚢と肛門部）は不潔になりやすいので，丁寧に
洗う」，「陰嚢を持ち上げて丁寧に洗う」，「包皮を下げ
て手早く洗う」があり，力加減や速さなど性反応に関
する配慮事項にもつながる表現もあった（表３）。ただ
し，丁寧に，柔らかに，静かに行うことで性反応を引
きおこす可能性があるがそのことへの言及はなかっ
た。
　
　

２）性の認識として性反応に伴う気持ち・性に関する

言動・羞恥心の記述はどのようになされているか

①性反応に伴う気持ち

　性反応のところにも記述したが，性反応に伴う気持
ちの記述は「少年や成年男子では陰部のケアによって
性的な反応が引き出され困惑することもある」のみで
あった。またそれに対する対応の記述はなかった。
　
②性に関する言動

　性に関する言動についての記述は「他人からの援助

　（ビデ）のスイッチを押して女性は尿道口→陰唇，
次に肛門洗浄用のスイッチを押して，肛門部を洗
い流す。
・膣からの分泌物や月経血により清潔を保つことが
難しく解剖・生理学的にも尿道の長さが約４ cm程
度と男性に比較して短いことから尿路感染をきた
しやすい。女性は陰唇を開いて洗浄し，恥丘～肛
門にかけて洗う。
・ガーゼを手に持ち他方の手で大陰唇を開き尿道
口，小陰唇を上から下に向かって中央から両側の
順で洗う。尿道口から肛門部に向かって上から下
に洗うのは肛門周辺の大腸菌などによる尿路感
染，膣炎を予防するためである。中央から両側の
順で洗っていくのは尿道，膣など感染の恐れのあ
る部位をもっとも清潔に保つ必要があるため最初
に尿道，膣を汚れのついてないガーゼで洗う。
・大陰唇，小陰唇，膣前庭，会陰の順に拭く。上か
ら下へ拭きおろす。
＜男性の記述＞
・陰茎と陰嚢を先に洗う。　
・包皮が反転していない場合は包皮を反転させ，亀
頭は円をえがくようにして陰茎を洗う。陰嚢はし
わが多いため，陰茎を挙上して別々に洗う。
・陰茎を手で支持し他方の手で尿道口，亀頭，包皮
（包皮は皮膚をずらして洗う），陰茎の体部と根部
を洗う。包皮と亀頭との間隙に貯留する恥垢は包
皮内面を不潔にし，包皮炎，亀頭炎の原因となる
ため皮膚をずらしながら汚れを取り除く。
・皮膚が接している場所に汚れが残らないように洗
う。陰茎は臍の方向に向けて洗う。亀頭は包皮を
ずらして洗う。　
・男性では包皮を反転させて，亀頭と包皮内部を洗
う。陰嚢の裏側と会陰部は陰嚢を持ち上げて丁寧
に洗う。
・ゴム手袋をしてガーゼに石鹸をつけ恥骨部分，陰
茎を洗う。陰茎を恥骨部分のほうに倒して陰嚢と
重なっている部分を洗い，最後に陰嚢の後面を洗
う。
・陰茎を軽く支えながら裏側を洗い，亀頭部分も包
皮を下げて洗う。
・ゴム手袋をして洗浄液または微温湯などを入れた
洗浄ポットを用いて陰茎，陰嚢を洗浄する。ガー
ゼまたはウォッシュクロスを用いてペニスを持ち
上げ，基部から先端に向かって洗う。包皮をずら
して洗浄する。陰嚢は持ち上げて陰嚢の部分から
肛門部まで洗浄する。手袋をしたりタオルなどで
間接的に触れることで勃起しないように配慮す
る。

洗
浄
方
法

・石鹸をガーゼ上で泡立てて柔らかに洗う。
・会陰部は陰嚢を持ち上げて丁寧に洗う。
・二面の接する部分（陰茎と陰嚢，陰嚢と肛門部）
は不潔になりやすいので，丁寧に洗う。
・皮膚・粘膜共に傷つきやすい部分であり刺激が強
いので強く擦らないようにする。
・粘膜を傷つけないよう拭く力を加減する。
・亀頭は円をえがくようにして陰茎を洗う。
・ガーゼで陰部を洗うときには皮膚・粘膜を傷つけ
ないよう圧を加減し静かに行う。
・包皮と亀頭との間隙に貯留する恥垢は包皮内面を
不潔にし，包皮炎，亀頭炎の原因となるため皮膚
をずらしながら汚れを取り除く。
・包皮を下げて手早く洗う。
・陰茎を軽く支えながら裏側を洗う。

表３　テキストの陰部の洗い方の記述
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を受けることに抵抗を示す人も少なくない」，「日本女
性の羞恥心の強さは，疾病の回復に必要な多くの処置
を妨げるほどである」，「患者は陰部のこととなると言
い出しにくく遠慮がちになる」と２テキストに３記述
あり，性に関しての援助に抵抗を示したり処置の妨げ
をしたりという行動や言い出しにくいという言動が記
述されていた。
　性に関する言動への対応は「看護者が積極的に陰部
清潔の必要性と，その基礎原理を説明し清拭法や洗浄
法についてよく説明し，患者がためらうことなく，実
施できるようにすることが大切である。」，「術者がこの
ケアを恥ずかしがらずに，職業的な態度で患者を納得
させることが必要であり毅然とした態度で接すること
である」といった患者への説明と看護者の態度での対
応であった。

③羞恥心

　「羞恥心」の記述は７テキストにあり，「羞恥心」が
なぜ起こるのかの理由としては「陰部を露出すること
には強い羞恥心を伴う」，「外陰部は羞恥心を伴う部位
である」，「部位的に対象者の羞恥心にも配慮」などと
いった部位の露出による羞恥心が記述されていた（表
４）。
　

　陰部が露出されるため起こる羞恥心に対しては「両
下肢の露出する部分を羞恥心に配慮してバスタオルで
覆う」，「不必要な露出をしないように掛け物やバスタ
オルを用いておおう」，「カーテンやスクリーンでプラ
イバシーを保つ。両下肢を別々に覆い洗浄時は陰部だ

けが露出するようにする」のように不必要な露出をし
ない対応が記述されていた。実際に，表５に示すよう
に全てのテキストの必要物品にバスタオルが記述して
あり，下肢を覆う手順が示されていた。
　また，「援助の必要性，方法などを事前に説明し同意
を得て行う」，「実施前に説明し同意を得る」，「陰部洗
浄について説明し，実施することの同意を得る」のよ
うに説明して同意を得ることで羞恥心を緩和する方法
とともに「術者がこのケアを恥ずかしがらずに，職業
的な態度で患者を納得させることが必要であり毅然と
した態度で接することである」のように実施者の職業
的態度で説き伏せるといった方法も示されていた。
　さらに，実施者を看護師に限定しない方法として，
「羞恥心の強い部位であるので，できれば同性の看護
者か，自分でできる場合はやってもらう」，「どうして
も自分で行うことが不可能な場合以外はいろいろと工
夫をして自分でできるよう援助することが大切であ
る」，「必要に応じて家族に指導し家族が実施すること
も考える」が示されていた。また，「移動が可能な患者
の場合は，ポータブル便器で座位で行ったり，浴室で
洗面器を用いて座浴として行っても良い」，「歩行や車
椅子でトイレに行ける場合は洋式便器に洗浄装置があ
ればこれを利用する」という場所の工夫が記述してあ
るテキストは３テキストあった。そのうち座位での洗
浄方法について記述があるのは２テキストであり，「実
施者は対象者が介助を必要とする部分について援助す
る」と具体的な方法の記述がないものと洗浄装置の使
用方法を中心に記述した「介助を要する場合には，（省
略）ナースはゴム手袋をはめ，片手にガーゼを２～３
枚持って洗い流す」，「洗い方は，陰部洗浄用の（ビデ）
のスイッチを押して，女性は尿道口→陰唇，男性は陰
茎と陰嚢を先に洗う」と具体的なっているものの男性
の場合はビデでは陰茎と陰嚢の前面の洗浄が不可能な
記述であった。
　他にも，羞恥心が起こる理由では，陰部を洗うこと
を周囲の人に気づかれるということへの羞恥心もある
であろう。それについては「丁寧に説明して患者の了
解を得る。その際，羞恥心を起こさないよう配慮す
る」と，記述が１テキストあったが，具体的な方法の
記述はなかった。また，「陰部に温湯をかけた刺激で尿
意を生じることがある。患者が安心安楽な状態で陰部
洗浄を受けられるためにも排尿の有無を必ず確認し必
要時は排尿を促し，済ませておく」のように，陰部洗
浄実施前の排尿確認は尿失禁による羞恥心を緩和させ
ることになろう。
　陰部は「会陰部にはアポクリン腺が多く分布する。
アポクリン腺はエクリン腺より大きく汗孔は毛包に開
口している。分泌物にはエクリン腺の成分に加えて脂
肪酸やたんぱく質が含まれる。この分泌物ににおいは
ないが皮膚表面の細菌がその分泌物を栄養に繁殖し

・羞恥心にも配慮して清潔を保つ
・羞恥心への配慮
・羞恥心に配慮する
・部位的に対象者の羞恥心にも配慮
・外陰部は羞恥心の伴う部位である
・陰部を露出することには強い羞恥心を伴う
・陰部は特に羞恥心を伴う身体部位
・陰部の処置は羞恥心を伴う
・陰部洗浄は患者にとって爽快がえられるケアであ
るのと同時に羞恥心も増大させたり自尊感情が脅
かされるケアでもある

・丁寧に説明して患者の了解を得る　その際，羞恥
心を起こさないよう配慮する　

・羞恥心を起こさせないようナースの態度に注意す
る

・羞恥心の強い部位であるので，できれば同性の看
護者か，自分でできる場合はやってもらう。

・ゴム手袋はナースの指が外陰部に直接触れること
への患者の羞恥心を防ぐ

表４　テキストの羞恥心の記述
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むっとする不快なにおいを発生することがある」と
いった臭気を発する部位という特徴がある。臭気を発
している陰部を洗浄されることは羞恥心を引きおこす
ことにつながる。しかし，臭気が取り除かれ汚染状態
から清潔になることで，爽快感を感じ，羞恥心から開
放される。ゆえに，洗浄方法は羞恥心から爽快感に変
えるために重要であると考えるので，ここで洗浄に用
いる使用物品を検討する（表５）。
　使用物品には，洗浄容器，湯（湯温，湯量），洗浄
液，石けんが記述されていた。容器は，洗浄用ボトル
やシャワーボトルなど専用の容器は８テキスト，ピッ
チャーは４テキストであり，このうち専用容器とピッ
チャーの２つの記述があるのは２テキストであった。
それ以外としては使用済みの洗剤容器，空になった
シャンプー容器，イリゲータ，点滴ボトルがあり，１テ
キストは全く記述がなかった。湯温は，３８～３９℃が３
テキスト，３８～４０℃ と体温程度の微温湯が２テキス
ト，体温よりやや高め（３８℃）と３７～３９℃が１テキス
ト，温湯の温度の記述のないものが２テキストであっ
た。湯量は，７テキストには記述がなく，４テストに記
述があり，１０００～１５００mlが２テキスト，５００mlと
１５００mlがそれぞれ１テキストであった。洗浄液が記
述されているものが２テキストであり，具体的に種類
が記述されていたのは１テキストであり，０.５％～１％
クレゾール石鹸液，０.５％逆性石鹸液，スキナクリー
ン，スキナべープがあげられていた。物品の中にせっ
けんが記述されているのが８テキストであったが，手
順の中に石けんがあげられているのを含めると９テキ
ストであった。石けんにも洗浄液にもまったく触れて
いないものは１テキストであった。以上のようにピッ
チャーか洗浄容器に３８℃ 程度のお湯を入れ石けんを
用いるというのが使用物品であった。石鹸分や汚れを
洗い流すお湯の量の指定は４テキストと少なかった。
　また，陰部洗浄の実施頻度は「全身清拭の一環とし
て実施する」，「分泌物や排泄物により陰部が汚染され
たときはそのたびに洗浄する必要がある」，「清拭時ま
たは排便後に外陰部洗浄を行いたい」，「毎日１回は必
ず行い，陰部が特殊な状態にある場合や，汚染の状態
によっては必要に応じて頻回に行う。」のようにほぼ毎
日１回若しくは排便毎に実施されるという記述であっ
た。
　

Ⅳ．陰部洗浄におけるセクシュアリティとは

１．生物学的な性：形態機能の性差・性反応について

　陰部洗浄は，便や尿，分泌物などによって汚染され
た不潔な外陰部，会陰，肛門周囲を洗浄することであ
る。ゆえに，ほとんどのテキストに形態機能の性差に
着目した清潔・感染防止の視点からの洗浄方法は記述
されていた。その記述順序は，多くのテキストで最初
に女性の陰部洗浄の方法が記述され，１テキストにお
いては男性の洗浄方法の記述がないといった女性中心
の記述になっていた。これは，看護学生の多くは女性
のため，同性の女性から学ぶほうが学習しやすいとい
う配慮とも考えられる。また，感染予防の看護が重視
され陰部洗浄の目的にも尿路感染予防が取り上げられ
ていることから，より尿路感染をおこしやすい尿道が
短い女性の洗浄方法が先に挙げられているのではない
かとも考えられる。しかし，陰部洗浄と尿路感染の発
生の因果関係を示した論文のテキストへの参照はな
く，この女性中心の記述の真意は定かではない。
　性反応については，男性の勃起に触れていたのは２
テキストであり，性反応についての記述が少ないこと

記述あり　（１１）
記述なし　（０）

バ
ス
タ
オ
ル

・洗浄用ボトル　（２）
・陰部洗浄用ボトル

洗
浄
容
器

表５　テキストの羞恥心への配慮に関する使用物品
（　　）内は記述数　

・陰部洗浄用ポット
・陰部洗浄容器（替わりに，イリゲータ，空に
なったシャンプー容器や点滴ボトル）
・ピッチャー
・小ピッチャー
・ピッチャー（または洗浄ボトル）
・シャワーボトルまたはピッチャー（小）
・ピッチャーまたは洗浄用具（市販の洗浄用具
や使用済みの洗剤容器）
・記述なし　（１）

洗
浄
容
器

・体温程度の微温湯　（２）
・３７～３９℃　（１）
・体温よりやや高め（３８℃）　（１）
・３８～３９℃　（３）
・３８～４０℃　（２）
・記述なし　（２）

湯
温

・５００ml　（１）
・１０００～１５００ml　（２）
・１５００ml　（１）
・記述なし　（７）

湯
量

・記述あり　（２）
　但し，具体的に種類が記述されていたのは１
テキストであり，０.５％～１％クレゾール石鹸
液，０.５％逆性石鹸液，スキナクリーン，スキ
ナべープ
・温湯のみ　（９）

洗
浄
液

・記述あり　（９）
・記述なし　（２）

石
け
ん
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は明らかであった。また，それに対応する方法として
は，会話をしながら実施し注意を逸らす，手袋をした
りタオルなどで間接的に触れることの２点に留まり，
具体的にどのような会話をすることが効果的であるの
かについては示されていないため，テキストのみでは
実施することは難しいのではなかろうか。また，陰部
の洗浄方法について力加減や速さなどについての記述
はあったが，性反応を引きおこす可能性があることを
明記した内容ではなかった。そのため，テキストのよ
うに学生が性反応についての知識がないままに丁寧に
ゆっくりと患者の陰部洗浄を実施すれば，過剰に性反
応を引きおこすこともある２０）。テキストとしては，性
反応の機序の知識を土台にした具体的な陰部洗浄の方
法が明記されることが必要と考える。

２）性の認識：性反応に伴う気持ち・性に関する言動・

羞恥心

　陰部洗浄の記述で羞恥心は７テキストにあり，羞恥
心に配慮しなければならないということは学生もわか
る。しかし，羞恥心への配慮の方法は，事前に説明し
同意を得ること，不必要な露出を避けること，看護師
が毅然とした態度で接すること，実施者の選択の４つ
でよいのであろうか。なぜ羞恥心が起こりどのように
配慮すれば羞恥心が緩和もしくは解消されるかの記述
が少ないことから，羞恥心への配慮を具体的に指導す
るためには教員は補足しながらテキストを説明する必
要がある。今回も，臭気や尿失禁など類推しながら羞
恥心に関わる項目を拾い上げることとなった。
　また，性に関する言動として陰部洗浄の援助に抵抗
を示し，妨げをするという行動や言い出しにくいとい
う記述があり，その対応方法は患者への説明と看護者
の態度での対応であった。けれども，陰部洗浄は直接
性器に触れる援助であり患者と看護者の距離が接近す
ることから，患者は看護者の身体に触れたり，言語を
通して性への欲求を率直にぶつけたりといったセク
シュアルハラスメントに近い言動を患者が表出する場
合もある。また，性反応に伴う気持ちについては困惑
のみで，その対応方法についての記述もなかったこと
から，テキストの記述のみでは性反応に伴う患者の心
理を理解することは難しく，その場面に遭遇しても適
切な対応はできないことが十分に予測できる。性反応
と同様にこれらのことに対応するためには，具体的な
技術が記述される必要がある。
　さらに，患者の性に関する言動に遭遇した場合，看
護者自身も困惑する場合が多く，２００７年の調査でも実
施学生に「あっ，やばい，どうしようかな」といった
困惑があった２１）。これが困惑だけに留まらずトラウマ
になり男性患者の清潔援助全般ができなくなり看護者
に向いていないという看護観を形成してしまう事例も
ある２２）。それとは逆に「性についてのケアの必要を認

識した」ことがある看護者はセクシュアリティについ
て liberalな態度を示せるようになる２３）。それゆえ，学
生への対応として，陰部洗浄の実施中セクシュアリ
ティに関することで困ったことがあれば教員や臨床指
導者に交代し，終了後に技術的な指導と心理的なフォ
ローを受けることまで言及したテキストが必要であろ
う。

Ⅴ．おわりに

　過去５年間に発行された基礎看護学のテキスト１１冊
の陰部洗浄の記述を分析した。セクシュアリティに関
して，形態機能の記述は８テキストにあり，それに基
づいた洗浄方法が記述されていた。しかし，その他の
性反応や性の認識に関するセクシュアリティの記述は
少なくまた，具体的な対応まで示したものはさらに少
なかった。今後，セクシュアリティの視点を入れたテ
キストが出版されることを期待したい。
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